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高野史男先生略歴・著作目録

略 歴

1917年3月5日

1929年3月31日

19 3 4年3月31日

19 38年3月15日

19 38年3月31日

19 41年4月1日

194 3年4月1日

1944年9月20日

1946年9月30日

19 47年4月1日

1947年7月14日

1949年6月30 日

1951年3月31日

1951年10月16日

1956年1月 3日

1958年4月1日

1958年9月10日

1960 年4月1日

1961年5月26日

千葉県千葉市に生まれる

千薬女子師範学校付属小学校卒業 ．

千葉県立千葉中学校卒業 ．

東京高等師範学校文科第四部卒業 ．

岡山県女子師範学校教論(19 41年3月31日休職）

東京文理科大学地学科地理学専攻入学 ．

岡山師範学校助教授(194 3年4月2日休職）

東京文理科大学卒業．

束）ド文理科大学研究科特別研究生（前期）修了

長野師範学校男子部講師

長野師範学校教授 ．

信州大学助教授（教育学部）に併任

（は州大学助教授（教有学部）

愛知学芸大学（現愛知教育大学）助教授．

涌外出張（イソド） (1956年1月 31日まで）

岐阜大学謡師（学芸学部）に併任(1958年10月15日まで）

文部省内地研究員（東爪‘教ff大学刑学部） (!9S9年3月10日まで） ．

日本地刑学会評議員(1978年3月31日まで）

郎学r.'f.:J:学（、i:取得（郡Ii圏：タ ー ソに関する地域描辿論的研究）東京文理科大学第2 4 3
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1962年4月1日 岐阜大学諧師（学芸学部）に併任(196 3年3月31日まで）

1966年2月]6日 愛知学芸大学（現愛知教有大学）教授 ．

1966年4月1日 静岡大学，溝師（教捉部・工学部）に併任(1968年3月31日まで）·

1966年10月16日 東京教育大学諧師（理学部· 大学院理学研究科）に併任(1967年3月31日まで）·

1967年4月1日 愛知大学非常勤講師（文学部）(1971年3月3 1日まで）

1967年6月16日 岐阜大学講師（教育学祁）に併任(1967年12月31日まで）

1968年1月21日 文部省在外研究員（イソト.. バキスク ｀ノ ・ イギリス ・ ドイツ ・ フラ ｀ノス。 南アジア後

進地域（特にイソド）における都市化の欧米先進地域との比較地理学的研究のため）

(1968年11月20日まで）．

1969年6月15日 日本学術会議地理学研究連絡委員会委員(1972年5月17日まで）

1971年4月1日 東京教育大学助教授（理学部 ・ 大学院理学研究科）

1971年4月1日 愛知教育大学講師に併任(1972年3月31日まで）

1971年5月1日 日本地理学会常任委員（企画委員長）(1972年3月31日まで）．

1972年2月1日 文部省学術審議会専門委員（科学研究狸分科会）(1975年12月31日まで）

1972年4月1日 日本地理学会 ＇常任委員（編集委員長）(197 4年3月31日まで）．

1972年4月1日 」浄『大学非常勤講師（外国語学部）(197 4年3月31日まで）．
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1972年10月21日

1974年4月 1 日

1974年 5月16日

1975年 5月1日

1977年 2月1日

1977年4月1日

1977年4月1日

1978年4月1日

1978年 5月 16日

1979年1月 10 日

1979年4月1日

1979年 9月 5 日

人文 地 理 学 研 究 IV

東京大学諧師（理学部 ・ 大学院理学系研究科）に併任(1973年3月31日まで）．

日本大学非常勤欝師（文理学部） (1975年3月31日まで）．

東京教育大学教授（理学部）．

筑波大学教授（地球科学系・大学院地球科学研究科）に併任．

文部省学術審議会専門委員（科学研究費分科会） (1979年 1月31日まで）．

筑波大学教授（地球科学系 ・ 大学院地球科学研究科 ・ 大学院地域研究研究科） ．

東京教育大学教授（理学部）に併任(1978年3月31日まで）．

立正大学非常勤雛師（文学部 ・ 大学院文学研究科） (1980 年3月31日まで）．

金沢大学講師（教育学部）に併任(1978年10月15日まで）．

琉球大学講師（法文学部）に併任(1979年3月31日まで）．

指定職(4号）

第24回国際地理学会議組織委員会委員（現在に至る）．
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著 作 目 録

I. 論 文

刊行年I 題 コ
ゴ

1948 I 交通の社会地理学的意味

1948 

I 
社会科における地域社会の問題

1950 社会地理学試論

1950 地理学における歴史的方法と動態的方法
1951 隔絶山村「秋山」の社会地理学的研究
1952 日本における農業地域の分化（謄写版）
1952 蒲郡の集落描造（謄写版）
1953 I 農村都市としての安城

I発表誌•発行所，巻数・号数

信濃郷土科学研究会研究報告第
1集

信浪教育743号
田中啓溺先生記念大塚地理学会
論文集
新地理4-9 (帝国書院）
信州大教育 学部研究論集 l

愛知学芸大地理学会報6号
愛知学芸大地理学報告 1

愛知学芸大地理学報告 3
1954 -----55 地理学本質論ノ ー ト(1), (2) 愛知学芸大地理学報告 5'同 6

1955 飯田市及び伊那市の勢力圏 伊那330号（伊那郷土史学会）
1956 大都市郊外論 愛知学芸大地理学報告 8
1958 異質社会の接触と同化ー北面逍におけるアイヌと和人との複合社会 一 人文地理9-6
1958 I The City-Region Network as the Structure of Geographical 

Area in Nagoya District 

1958 

I
挙母市の都市構造と近代工業トヨクの影響（）「岡伯と共署）

1958 一宮市の祁幽 ー主として小光商阻について一

1959 I 名古屋地方の都市化の諸形態と都r1i化の概念規定（謄万版）

1959 I The City Region Network as the Structure of Area 

1959 ,......,601 都市圏研究序説（上）（下）

1959 都市化の類型と概念規定
1960 春日井市民の都市生活圏
1960 再び都市化の概念について
1962 地理学と都市計画
1962 都市圏バク ーソに関する地域構造論的研究
1963 都市圏バク ーソに関する地域描造論的研究（要旨）
1964 都市の本質ー北海道帯広市の実例から 一

1964 中京大都市圏における人口流動
1965 豊楯 浜松両都市相互および周辺地域との機能的関連
1965 都市問題と地価
1966 都市学成立の基盤
1970 ロソドソの都市問題と市民生活一 景観地理学的考察一

1970 自動車工業都市豊田の形成と発展（水野孝文と共著）
1970 中京 経済圏における中津川市の地位と役割
1970 地理学における都市分析
1971 地理学と地理学習との結合

愛知学芸大研究報告
第7輯社会科学
愛知学芸大地理学報告11
一宮市調査報告湛（中部都市学
会）
東京教育大人文地理談話会報4
号
Proceedings of I. G. U. 

Regional Conference in Japan, 
1957 

愛知学芸大地理学報告13, 同15
16 

地理学評論32-12
愛知学芸大地理学報告14
地理5-11 (古今雷院）
都市問題53-4

愛知学芸大地理学報告19

地理学評論36-1

愛知学芸大地理学報告21·22

地理9-7 (古今書院）

愛知学芸大地理学報告23·24

都市経済研究2-3

日本都市学会年報 1

愛知教育大地理学報告33

地理15-5 (古今書院）

愛知教育大地理学報告34
ジュリスト457号

愛知教育大地理学報告36·37
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人 文 地 理 学研究 1V

刊行年 I I 発表誌•発行所， 巻数 ・ 号数

西南日本諸都市の産業基盤について 地理学評論 46-3

商業地と商圏 地理月報200号（二宮褐店）

産業基盤からみた日本の都市の一 考察 東京教育大地迎学研究報告18

大型店の進出による都市ヽンステムヘの影聾について（高阪宏行と共著 ）東京教育大地泄学研究報告19

岡崎市における都心再開発とその影響（杉村暢ニ ・ 高阪宏行と共著） 地学雑誌84-4

地理的現象の本質とその考察について 地理月報220号（二宮粛店）
大塚における地誌 学派の形成と発展 東京教育大地理学研究報告21

北陸地方における工業都市発達の要因について 筑波大人文地理学研究I
最近の日本の商業に関する地理的一考察 小出武先生古稀記念論文集
中規模都市におけるCBDの画定とその機能の集梢状況一千策市と 筑波大人文地理学研究圃
岐阜市を事例として 一 （福島義和と共著）
日本海沿海地域考ー地理的事象の本質について 一

題 目

1973 
1974 
1974 
1975 
1975 
1975 
1977 
1977 
1978 
1979 

1979 地域研究（立正地理学会）
20-1 (通巻29)

IL 著書（共著・分担執筆を含む）

刊行年 I
＇ 

1954 
1957 
1957 
1957 
1959 
1960 
1961 

1961 
1963 
1963 

1963 
1964 
1964 

1964 

196;5 
1965 
1965 

1966 
1967 
1968 

1969 

1971 

�
p 二ゞ•

I司 名

伊藤郷平編著「地方都市の研究」第6章， 股橋の経済圏
愛知県都市圏調壷資料（その一 ）（勝写版）
木内 ・ 藤岡・矢嶋編「楳落地理諧座」第2巻第4章1], 地方 都市の構造
藤岡謙二郎編「人文地理学研究法」 n 各論11, 都市社．会の研究法
木内・藤岡 ・ 矢嶋編「集落地理講座」第4巻第2章 9, イソドの集落
中部都市学会編「春日井市調査報告湛」第1章第4節， 春日井市の都市圏
石田 ・ 矢沢 ・ 入江編「世界地理4, アジア ・ アフリカ」 イソド ・ パキスクソ
地誌
多田文男編「新批界地理5'イソド ・ 西亜」 2' イソド
市誌編集委員会「新城市誌現状篇」第3章 1' 商工業と市民生活圏
伊藤郷平他編「日本地誌ゼミナ ー ル東而地方」 n, s, 東而地方の部市と都
市圏
世界地理風俗大系第11巻「イソド半島」イソド半島の自然
木内信蔵他編「日本の部市化」第2章 5) 農村の都市化
清水馨八郎編「新宿訓部心研究」第7章，百貨店から見た繁華街（盛り場）
について
中部都市学会編「瀬戸市開発計画調壺．報告 」第3編第3章） 都市
趾
中央社編「世界各国総事典」イソド・セイロソ ・ パキスクソー領域と自然
伊藤郷平編著「現代社会と地理学」第4章， 都市 ・ 村落論
国際情報社編「これが新しい匪界だ. 12 ー南アジア ー 」前進する南ア 、ンア諸
国
谷岡武雄他編「応用地理学とその課題」各論3, 都市問題と地迎
胄野壽郎他編「日本地誌7, 東京都」総説1\7人文4, 麻業・貿易
青野詢瑣II他編「日本地誌5, I秘l東地方総論· 茨城県 ・ 栃木県」関東地方総論IV-7, 商業・貿易
冑野裔郎他編「日本地誌12, 愛灰II県
誌I, II 
木IJ'l . 藤岡編「講座
京圏一

農村の配

岐阜県」愛知県総説f\74·5, 県内地域

都市と国土2 」第6章2, 国土の都市化と都市圏ー中

古
愛
刺
聞
刺
朴
古

発

今 甚
知

倉 粛
脊 内
介 ，If-

日井市役
今 四

軌 倉
愛 知県
大

誠文堂
古 今
副都心

瀬

中
大
国

大

二

二

叙
パ

/
9/

/C-. 

fj 所

甚
新城

明

新光
祖

研究

戸

央
明
情 報

明
宮 困
宮 出

院
県
店
店
店
所
院

店
市

堂

社
院
会

市

社
堂
社

，

 

ー

コ
コ

1
1

ー 書·

堂
店
店

店

g＂ル 島 出 版 会



略歴 箸作II録 5
 

刊行年l ゴJ·
I与 名 発 行 所

1971 
1971 
1972 

1972 
1972 

1972 
1973 
1974 

1975 
1976 

1977 

1978 

1978 
1978 

1979 

1979 

1979 

1980 

「社会の発展と地理学」（伊藤郷平と共編）第6章，地域開発と生活環境
木内 ・ 田辺編著「広域中心都市」第8章，過大広域中心都市名古屋
青野裔郎他編「日本地誌11, 長野県・山梨県・静岡県」静岡県総説IV 5, i梢
業 ・ 貿易，県内地域誌Il 4, 浜名湖の観光
伊藤郷平編「中京圏」補論2, 中京圏の池域構澁論的考察
尾留川正平他編「人文地理調3tE法」4·3 経済圏一而圏調府を中心とし
て一

青野燕郎他編「日本地誌 9, 中部地方総油• 新褐肌」総論，位附領域
日本地誌研究所編「地理学辞典」地域棉造・都市圏など31項目
青野燕郎他編「日本地誌15, 大阪府・和歌山県」和歌山県総説lV 5, 商業・
貿易
大型店影嬰対策 ・ 岩手県商圏調査報告甚（クイプ謄写版，高阪宏行と共著）
青野壽郎他編「日本地誌20, 佐賀県・長賄肌・熊本県」長崎県内地域誌I . 
2, 港町長崎ほか

「都心再開発」（田辺
再開発
青野裔郎（也編「日本地誌17,
業・貿易
織田武雄編「世界地理4, 南アジア」
「日本の生活風土I, Il」（山本iE三
ー序説一

青•野壽郎他編「日本地誌19, 九州総論• 福岡肌」福岡県内地域誌I 2, 
中心部市福岡の成立と発展
「世界の大都市，上・ド」（山本・ff Jj: . 太111
ソトそ ソ，第7揺fit界の大都市の類型と本質
青野壽郎他編「日本地誌2, 北而逍」逍内地城，誌:u 2. 泊央新廂築部市とし
ての工業の発展
都市形成の地理的基盤

二神と共編著）第4章，

岡山県 広島肌

都市

日本における巨大都市の都心

山口県」広島県総説IV 5, 商

3, スリラソカ， 4, 
正井泰夫と共編） 1 

バキスタ ｀

ノ

日本の生活風土

,·.'6桶と共紺）第3章1

広域

ロ

大
古

大
朝

; 
丑
コ
ー
イ

曹
褐

褐

一．．．
 

←

 

．．．
 

IJJ

m
ツ

今
宮

倉

宮
宮
宮

書

冑

粛

宮 手 雷

古

朝
朝

今

宮

食
食

宮

書

書

書

円

因

大 明

宮 t:
l
 

コ
r

大 明

幽
院
店

堂
店

店
店
店

県
店

院

店

店
店

店

堂

店

堂

III. その他（地理敦育学会発表要旨， 旅行記など）

刊行年I 題 発行所，巻数 号数

1937 
1942 

1949--...,50 
1950 
1950 

1950 
1951 
1951 
1951 
1952 
1953 

1953 

1955 

（発表嬰旨）東万勺市の地価分布
（因評）ゴルドソ杓: - r「11!1-[11 訳「!It界の屋根」
地方性業のあり方一旅業立地問題ー，(1)·(2)
（発表要旨）股業上より見たる｛丘州の地域区分
米を共う人と粟を食う人一或る山村の話一

ll 発表誌-------- --------- -------·-· ---—ーー！
大塚地理学会会報13号
地理 （大塚地理学会） 5-2 
経営新潮1-1, 2-1 
地理学評論23-2·3·4·5
信州大学新聞（教育学部本校）
2 号
古今湛院
古今古院
日本地理学会秋季大会要旨
愛知学芸大地理学会報 5号
地理学評論25ー別冊2
愛知県知事公室企画課

3
 

社会科 郷土の研究 ーしらべ方とその整理一
長野県社会科地図帳（小林党義と共―著）
（発表要旨）隔絶山村の近代化
地理学者のヒュ ー マニズム（謄写版）
（発表要旨）天竜川峡谷部山村（＇畠山村）の社会描造
愛知県「佐久間発電所建設に伴う水没地域実態調査報告」交通通信
施設と利用状況，他地域との社会的接触関係
（発表要旨）地）j中小都市を中心とする都邸共同社会圏の研究ー西三
河平野の場合 一

渡辺光監修「日本地名事典第2巻」岡崎市
ど 7 項目

刈谷市 西三河平野な

地理学評論26ー別冊2

朝倉内店
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刊行年 I
1955 I 
1955 
1956 

1956 
1956 

1956 
1956 
1956 
1957 
1957 

1958 
1958 
1959 
1959 
1959 

1960 
1961 
1962 

1962 
1962 
1963 
1963 
1967 

1968 
1968 

1969 

1969 

1969 

1970 
1970 
1970 
1971 

1972 
1972 
1973 
1974 

1975 

1975 

題 目

社会科における「郷土」の意味（タイプ謄写版）
社会科分割論ー主として教員挫成の立場から一
イソドを旅して（その1)
国際アジア ・ アフリカ地理研究協謡会の成立(JJ俗写版 ）
イソド・パキスク ‘ノの地理学界
イソドのひとり旅

（発表婆旨）地域構造としての都市匿網ー名古屋周辺地域一
イソド紀行

（書評）多田文男 ・ 石田竜次郎編「都市と村落の地理」
（発表要旨） 地域構造としての都市圏網について（国際地理学会議

提出論文）
（学界展望，1957 年1月,--..,12月）集落
（座談会記事）中京地域の問題点
（展望）圏構造ー シンボジウムとその反省ー， 圏構造としての都市圏
（座談会記事）都市化について

地域描造論より見た名古屋市の都市交通問題の一考察
学会動向(1959·4----..,1960·3) ー 地理学一
都市概念の革命 ー 広域都市圏の諸間題一

（対談）広域都市とは何かー 広域都市と広域行政をめぐって（上）（下）
過大都市の悩みと理想都市

（発表要旨）地域中心としての地方都市ー北而追幣広市一
行詰る東京を救う道

（発表要旨）中京圏の地域構造
イソドの綿工業 一その発展と現状をみる一

（学会 、ンンポジウム ・ コメソト）大都市圏の比較研究
木内信蔵 ・ 班目文雄編「社会科地理教育諧座lV, 日本地誌の教材と
指導」東而地方の学習内容と扱い方（山口学と共著）

I 発表誌· 発行所，巻数 ・ 号数

三河社会科教育5·6号
愛灰I]学芸大地理学報告特集号
愛知学芸大地理学報告7
地研 協会報5 号
人文地理8-3
月刊社会科創刊号
東北地理9巻臨時増刊号
地理 1-3. (古今書院）
地理学評論30-5
地理学評論30-9

人文地理 10-1
地理3-11 (古今撮院）
人文地理11-2
地理 4-5 (古今謁院）
中部観光自動車K.K
村落社会研究会年報 7 (時潮社）
三河評論2-8
三河評論3-6, 7 
経済往来14-7
地理学評論35-12
朝日ジャ ー ナル5-24
地理学評論36-12
時事教殺地理版396号（自由書
房）
地理学評論41-2
明治図褐出版K.K.

イソト紀行ー マハ ー ル廟と仏娯めぐりー

ド
打教漿地理版426号（自由書

講談社版「日本の 文化地理9'愛知・岐阜」都市と農村の変貌，商 諧談社
業の発展と商店街

（発表要旨）南アジア後進地域とヨ ー ロッ ベ 先進地域の都市化の比較I地理学評論42-7
研究
都市化視象と教育の諸問題
西パキスク ‘ノの一週閻

（発表要旨）都市地理学の方法論的展望と反省
学研「グラソド現代百科事典」イソド ・ パキスクソ ・ 七イロンの地
名の項目
「新訂学習カラ ー 百科1' 日本の地理」中部地方の交通
「プリクニカ国際大百科事典第1巻」愛知
研究「地理B」（山本正三他と共著）
昭和46,...___,48年度科研費総合(A)報告褐「環境の破壊と保全に関する
地理学的研究」既成市街地の環境悪化

（座談会記事）都市とは何か一 その発生と今日的問題を探る一

教育愛知 18-1 ( 愛知県教委）
地理月報162号（二宮書店）
地理学評論43-7
学習研究社

学習研究社
TBSプリタニカ社
旺文社
東京教育大・尾留川正平

トレードピア 53-2
（日商岩井K.K.) 

（発表要旨）岡崎市における都心再開発とその効果（杉村 ・ 高阪と共 1 地理学評論48-3
同）

1975 I 後生おそるべし一近況報告一 愛知教育大地理学報告44
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刊行年 I 題 目 I 発表誌•発行所， 巻数・号数

1975 (学会 ・ンソポジウム）地理学における計量的手法 地理学評論48-9
1975 「からたち」田中啓溺先生の人物評と村上先生 村上節太郎先生退官記念事業会
1976 昭和49·50年度科研骰総合(A)報告書「巨大都市化に伴う空間生態 筑被大 ・ 山本正三

の変容に関する研究」新潟県下の工業都市群の形成
1976 学習図鑑 日本の地理r, :rr c山本正三と共同監修） 旺文社
1977 終刊の辞 東京教育大地理学研究報告21
1978 図説学習 日本の地理①～⑧ (山本 ・ 朝倉 ・ 石田と共同監修） 旺文社
1978 (紙碑）尾留川正平先生を悼む 新地理25-4
1978 昭和51·52年度科研費総合(A)報告書「地方都市の成立および発展 筑波大 ・ 高野史男

の地域的基盤に関する研究」
1979 I 新研究「地理B」（山本正三他と共著） I旺文社




